
資 料 １

走行支援システムに係る交通事故における責任関係等に関する研究会
の設置について

１．趣旨

走行支援システムとは、見通しの悪いカーブ部分等交通事故の起こりやす
い地点に設置されたセンサー等によって収集 加工された道路交通状況、警告・
等の情報を、道路情報板に表示、又は路側アンテナから車両側へ送信し、運

転者の注意を喚起すること等を通じて交通事故を防止しようとするシステム
である。

政府が平成１３年３月に策定した － 重点計画においても、走行支e Japan
援システムについて研究開発を推進するとともに、 年度を目途に第二東2003
名、名神高速道路等での実現を目指すこととされている。このため、国土交
通省は、今年度中にも、全国数ヶ所において、実際の道路における走行支援

システムの実証実験 いわゆる 実道実験 を行うこととしている。（ 「 」）
当該実験終了後必要な改善措置を講じた上で、事故多発地点等に速やかに

走行支援システムを配備していくこととしているが、実社会において、ドラ
イバー等の理解を得ながら適切に当該システムの利用 定着を図ってゆくため・
には、当該システムを使用した車両が仮に交通事故を起こした場合の道路管

理者、車両 車載機、ドライバー間の責任関係等特に民事上の問題について検・
討 整理しておくことが必要である。同時に、走行支援システムに対するドラ・

イバー等の理解向上策、センサー 車載機等の信頼性確保策等についても検討・
しておくことが必要である。

このため、学識経験者、関係機関等からなる標記研究会を設置し、これら
の課題の検討 整理を行い、我が国における走行支援システムの適切な導入に・

つなげることとする。

２．検討テーマ案

① 走行支援システムに関し予想される交通事故のパターンについて
② 走行支援システムに係る交通事故が発生した場合のドライバー、道路管

理者、車両 車載器間の責任関係等について・
③ 走行支援システムの供用に際し道路管理者等が行うべき対策について

④ 欧米における検討状況について 等

（ ）３．スケジュール 案
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